
認め合う
ことから

生まれる
、やさしい

強さ

野々村 友紀子さん

放送作家
Interview

特集

M字カーブって知ってる？
じゃあ、L字カーブは？

「エセナおおた」  リニューアル
大田区における
男女共同参画の歩み

Pastel Report vol.01

大田区男女共同参画のための情報誌

このマークは、目の不自由な方
などのための「音声コード」で
す。コードの位置を示す切り込
みを入れています。専用の読み
上げ装置で読み取ると、記載
内容を聞くことができます。



野
々
村
さ
ん
の
力
強
い
発
信

力
は
、幼
少
期
ど
の
よ
う
に
形

づ
く
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
こ
ど
も
の
頃
は
今
と
は
真
逆

の
す
ご
く
人
見
知
り
な
子
で
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る

の
が
苦
手
で
し
た
。

　
親
に
は
た
く
さ
ん
の
習
い

事
を
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た

が
、
そ
れ
を
人
前
で
披
露
す
る

心
の
強
さ
は
な
か
っ
た
で
す
。

人
に
合
わ
せ
て
、
自
分
の
意
見

を
あ
ま
り
言
わ
な
い
タ
イ
プ
で

し
た
。

　「
こ
れ
じ
ゃ
あ
か
ん
」と
思
う

よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
中
学
生

の
頃
。一
人
っ
子
で
母
親
か
ら

も「
一
人
で
強
く
生
き
な
あ
か
ん

よ
」と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
何

で
も
言
っ
て
く
れ
る
友
達
の
存

在
も
大
き
か
っ
た
で
す
。
だ
ん

だ
ん
周
り
の
こ
と
も
考
え
な
が

ら
自
分
の
意
見
を
言
え
る
よ
う

に
な
り
、
失
敗
を
乗
り
越
え
な

が
ら
や
さ
し
い
強
さ
に
た
ど
り

着
い
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

野々村 友紀子さん

放送作家

認め合うことから
生まれる、
やさしい強さ

Interview

Nonomura Yukiko

昭和49年生まれ、大阪府出身の放送

作家。芸人として活動後、放送作家

へ転身。その後、お笑いコンビ２丁拳

銃の修士さんと結婚。吉本総合芸能

学院（NSC）東京校の講師を勤める。

著書・脚本等の作家業に加え、メディ

アへの出演も多く、多方面で活躍中。

Profile
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現
」に
つ
い
て
は
と
て
も
意
識

し
て
い
ま
す
。
世
の
中
も
変
化

し
て
き
て
い
る
の
で
、
昔
は
Ｏ

Ｋ
だ
っ
た
こ
と
も
今
で
は
Ｎ
Ｇ

で
す
。
ち
ょ
っ
と「
ん
？
」と
思

う
発
言
が
あ
る
と
、
お
客
さ
ん

が
ネ
タ
に
集
中
で
き
な
く
な

り
、
純
粋
に
笑
え
な
く
な
り
ま

す
か
ら
。
加
減
は
難
し
い
で
す

が
気
を
つ
け
て
い
ま
す
。

家
事
・
育
児
な
ど
家
庭
で

大
切
に
し
て
い
る
こ
と
は
あ

り
ま
す
か
。

　
夫
婦
仲
は
良
い
方
だ
と
思
う

の
で
す
が
、
今
ま
で
で
一
番
揉
め

た
の
は
家
事
の
こ
と
で
し
た
。

働
く
中
で
感
じ
た
大
変
さ
や

変
化
は
あ
り
ま
す
か
。

　
幼
馴
染
と
一
緒
に
吉
本
に
入

り
、
漫
才
を
始
め
ま
し
た
。
母

親
は
、
合
わ
な
か
っ
た
ら
や
め

た
ら
い
い
、
経
験
す
る
こ
と
が

大
事
な
の
だ
か
ら
と
私
の「
や
っ

て
み
た
い
気
持
ち
」を
い
つ
も
応

援
し
て
く
れ
ま
し
た
。
当
時
、
女

性
芸
人
と
い
う
言
葉
す
ら
な
く
、

お
笑
い
界
は
男
性
社
会
の
時
代

で
し
た
。
そ
ん
な
中
で
も
観
客

を
笑
わ
せ
て「
女
に
何
が
で
き
る

の
？
」と
い
う
空
気
を
ひ
っ
く
り

返
す
の
が
喜
び
で
し
た
ね
。

　
コ
ン
ビ
解
散
後
は
、一
度
お
笑

い
に
ま
っ
た
く
関
係
の
な
い
会

社
員
を
経
験
し
ま
し
た
が
、
や

は
り
お
笑
い
に
携
わ
り
た
い
と

い
う
気
持
ち
が
消
え
ず
、
放
送

作
家
に
転
身
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
平
成
14
年
に
結
婚
し
て
、

夫
の
都
合
で
生
活
の
場
を
東
京

に
移
し
ま
し
た
。
よ
う
や
く
大

阪
で
仕
事
が
軌
道
に
乗
っ
て
き

た
タ
イ
ミ
ン
グ
だ
っ
た
の
で
、

「
自
分
の
意
思
と
は
関
係
な
く
生

き
る
場
所
を
変
え
る
の
が
女
!?
」

と
当
時
は
モ
ヤ
モ
ヤ
し
ま
し
た

ね
。一
方
で「
家
事
に
子
育
て
、

仕
事…

私
に
は
と
て
も
無
理
！
」

と
実
感
し
、
仕
事
を
セ
ー
ブ
し

ま
し
た
。
夫
も
忙
し
く
遠
方
の

実
家
に
は
頼
れ
な
い
分
、
た
く

さ
ん
マ
マ
友
を
つ
く
っ
て
行
政

の
サ
ー
ビ
ス
に
も
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。
子
育
て
の
交
流
会

な
ど
は
と
て
も
息
抜
き
に
な
っ

た
し
、
気
の
合
う
マ
マ
友
に
も

出
会
え
ま
し
た
。
そ
し
て
、
上

の
子
が
小
学
校
に
入
学
す
る
タ

イ
ミ
ン
グ
で
マ
マ
友
の
言
葉
に

背
中
を
押
し
て
も
ら
い
、
平
成

24
年
、「
笑
っ
て
い
い
と
も
！
」の

作
家
と
し
て
復
帰
し
ま
し
た
。

　
当
時
の
テ
レ
ビ
業
界
全
体
の

傾
向
と
し
て
、
企
画
会
議
の
出

席
者
20
〜
30
人
の
う
ち
女
性
は

一
人
も
い
な
か
っ
た
り
、
い
た

と
し
て
も
少
数
で
女
性
の
発
言

機
会
は
少
な
く「
女
性
か
ら
見

て
ど
う
？
」と
い
う
質
問
し
か

来
な
か
っ
た
り
す
る
こ
と
も

…

。
対
等
に
話
せ
る
よ
う
自
分

な
り
に
勉
強
し
ま
し
た
。
会
議

の
時
間
も
遅
く
帰
れ
な
い
こ
と

が
当
た
り
前
で
、
男
女
関
係
な

く
労
働
環
境
と
し
て
は
厳
し
い

も
の
で
し
た
。

　
今
で
は
女
性
の
作
家
や
カ
メ

ラ
マ
ン
が
増
え
、
女
性
ば
か
り
の

現
場
も
あ
る
ほ
ど
で
す
。
労
働

環
境
が
変
わ
っ
て
き
て
、
誰
も
が

意
見
を
言
い
や
す
く
、
休
み
も

取
り
や
す
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
Ｎ
Ｓ
Ｃ
で
講
師
と
し
て
指
導

に
あ
た
っ
て
い
ま
す
が
、「
表

夫
の「
や
っ
て
い
る
つ
も
り
」の

ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
た
め
に
家

事
を
リ
ス
ト
化
し
て
み
る
と
、

夫
の
し
て
い
た
家
事
が
１
４
８

項
目
中
８
個
し
か
な
か
っ
た
ん

で
す
。
現
実
が
見
え
て
、
夫
が
細

か
い
家
事
も
し
て
く
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
前
は「
ち
ょ
っ

と
や
っ
て
よ
」が
言
え
ず
に
ギ
ス

ギ
ス
し
て
し
ま
い
、こ
ど
も
に
も

そ
れ
が
伝
わ
っ
て
悪
循
環
で
し

た
。
家
族
が
仲
良
く
過
ご
す
た

め
に
も
家
事
の
シ
ェ
ア
は
重
要

で
す
ね
。「
う
ち
の
パ
パ
、
家
事

も
や
る
し
大
好
き
」っ
て
私
も
こ

ど
も
も
ほ
め
る
ん
で
す
。
パ
パ
の

地
位
も
向
上
し
ま
す
。 

　
そ
れ
か
ら
自
分
を
ほ
め
る
こ

と
も
大
切
で
す
。
で
き
な
か
っ

た
こ
と
で
は
な
く
、
で
き
た
こ

と
に
着
目
し
て
、一
日
の
最
後
に

し
っ
か
り
自
分
自
身
の
頑
張
り

も
認
め
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

※このインタビューは、令和７年１月29日に行いました。
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「
エ
セ
ナ
お
お
た
」 

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

特
集

大
田
区
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
の
歩
み ©大田区

撤
廃
条
約
が
発
効
と
な
っ
た

頃
、
大
田
区
で
は
、
婦
人
問
題

解
決
の
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
が
編
成
さ
れ
、
昭
和
59

年
に「
婦
人
問
題
解
決
の
た
め

の
大
田
区
行
動
計
画（
現
在
の

大
田
区
男
女
共
同
参
画
推
進

プ
ラ
ン
の
前
身
）」が
策
定
さ
れ

ま
し
た
。
昭
和
60
年
に
男
女
雇

用
機
会
均
等
法
が
成
立
し
、
同

年
、
大
田
区
で
は
、「
色
あ
ざ
や

か
に
生
き
る
女
性
の
た
め
の
情

報
誌『
パ
ス
テ
ル
』（
本
誌
）」が

創
刊
さ
れ
ま
し
た
。

　
時
代
の
流
れ
と
と
も
に
、「
婦

人
会
館
」の
名
称
は
、
平
成
４

年
に「
お
お
た
女
性
セ
ン
タ
ー
」

へ
、
さ
ら
に
平
成
12
年
に「
男
女

平
等
推
進
セ
ン
タ
ー『
エ
セ
ナ
お

お
た
』」へ
と
変
わ
り
ま
し
た
。

「
エ
セ
ナ
お
お
た
」と
い
う
愛
称

と
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
は
、一
般
公

募
に
よ
っ
て
決
定
し
ま
し
た
。

「
エ
セ
ナ
」は
、
ス
ペ
イ
ン
語
で

「
ス
テ
ー
ジ
、
場
、
場
面
」と
い

う
意
味
が
あ
り
、「
エ
セ
ナ
お
お

振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
約
80
年
、

戦
後
、
日
本
国
憲
法
で
男
女
平

等
が
明
記
さ
れ
、
昭
和
21
年
に

初
め
て
女
性
に
よ
る
投
票
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
昭
和
45
年
頃
に

な
る
と
世
界
中
で
女
性
の
地
位

向
上
を
目
指
す
動
き
が
広
が

り
、
大
田
区
に
お
い
て
も
、
昭

和
52
年
に「
婦
人
会
館
」が
開

館
し
ま
し
た
。
こ
れ
が「
エ
セ

ナ
お
お
た
」の
前
身
で
す
。
昭

和
56
年
、
国
際
的
に
女
性
差
別

「
エ
セ
ナ
お
お
た
」と
男
女
共

同
参
画
の
歴
史

　
皆
さ
ん
は
、
男
女
平
等
推
進

セ
ン
タ
ー「
エ
セ
ナ
お
お
た
」に

行
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

「
エ
セ
ナ
お
お
た
」は
、
令
和
６

年
12
月
に
大
森
北
四
丁
目
複
合

施
設「
ス
マ
イ
ル
大
森
」内
へ
移

転
し
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。
今
回
は
、「
エ
セ

ナ
お
お
た
」と
と
も
に
、
大
田

区
の
男
女
共
同
参
画
の
歴
史
を

（右）昭和60年発行
パステル創刊号

（左）昭和61年発行
パステル２号
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（
図
１
） 

世
論
調
査
か
ら
見
る

 

20
年
の
変
化（※

１
）

（
図
２
） 

共
働
き
世
帯
の
家
事

 

関
連
時
間
の
推
移（※

５
）

エセナおおた　センター長　東 香織さん
ひがし か おり

　私はもともとエセナで開催されていた

講座の参加者でしたが、ご縁があってエ

セナの運営に携わるようになり、平成27

年4月からセンター長となりました。ジェ

ンダーの問題は私たちの生活全般にかか

わることなので区民の皆さんに自分事と

して捉えてもらえるような工夫を常に考え

ています。男女共同参画やジェンダー平

Spec ia l  Interv iew

等について深く学びたい人はもちろんの

こと、ふらっと気軽に立ち寄れる場でもあ

りたいです。５階のフリースペースでは、

食事や雑談ができますし、小学生は宿題

をしたり、ゲームをしたりして自由に過ご

せます。周囲にある展示や本に触れたり、

職員と気軽に話したりしながら、自然と情

報を得られる場づくりを心掛けています。

た
」は
、
誰
も
が
自
由
に
活
動
で

き
る
場
で
、一
人
ひ
と
り
が
主

役
と
し
て
輝
く
と
い
う
願
い
が

込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、シ

ン
ボ
ル
マ
ー
ク
は
、
男
女
が
仲

良
く
肩
を
な
ら
べ
て
い
る
様
子

を
描
い
て
お
り
、
性
別
に
と
ら

わ
れ
ず
、
と
も
に
歩
ん
で
い
く

と
い
う
願
い
が

込
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

男
女
共
同
参
画
意
識
の
広

が
り
と
実
態

　
大
田
区
で
は
、
男
女
共
同
参

画
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、様
々

な
事
業
を
実
施
し
て
き
ま
し
た

が
、
区
民
の
意
識
は
ど
の
よ
う

に
変
わ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
20
年

前
の
意
識
調
査
と
比
較
す
る
と
、

「
職
場
で
の
男
女
差
別
は
な
い
」

と
思
う
割
合
が
23
・
５
ポ
イ
ン

ト
増
加
し
、「
男
は
外
で
働
き
、

女
は
家
庭
を
守
る
べ
き
」と
い
う

考
え
に
同
感
し
な
い
割
合
が

25
・
１
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
て
い

ま
す（
図
１
）。し
か
し
、
実
際
の

家
事
・
育
児
の
分
担
は「
女
性
で

あ
る
」割
合
は
５
・
４
ポ
イ
ン
ト

の
微
減
と
な
っ
て
お
り
、
男
女
共

同
参
画
意
識
は
向
上
し
て
い
る

も
の
の
、
実
際
の
家
事
分
担
と

の
間
に
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。
家
事
・
育
児

に
関
し
て
、
依
然
と
し
て
女
性
へ

の
負
担
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ

ま
す（
図
２
）。

男
女
共
同
参
画
の
こ
れ
か
ら

　
令
和
７
年
度
、
大
田
区
で
は
、

男
女
共
同
参
画
推
進
プ
ラ
ン
を

見
直
し
、ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
や
多

様
性
に
配
慮
し
た
第
９
期
プ
ラ

ン
の
策
定
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

「
エ
セ
ナ
お
お
た
」で
は
、
男
女
共

同
参
画
の
拠
点
施
設
と
し
て
、

時
代
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
講

座
や
展
示
を
実
施
し
て
い
き
ま

す
。
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
カ
フ
ェ

や
図
書
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す

の
で
、
新
し
い「
エ
セ
ナ
お
お
た
」

へ
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※

１ 

「
大
田
区
男
女
共
同
参
画
に
関

す
る
意
識
調
査
報
告
書
」よ
り

作
成
。

※

２ 

「
同
意
し
な
い
」に
は「
ど
ち
ら

か
と
い
う
と
同
意
し
な
い
」を

含
む
。

※

３ 

「
家
事
」は「
料
理
、
洗
濯
、
掃

除
」を
示
す
。

※

４ 

「
女
性
で
あ
る
」は
、「
主
に
女

性
」及
び「
ど
ち
ら
か
と
い
う
と

女
性
」の
合
計
。

※
５ 

内
閣
府「
男
女
共
同
参
画
白
書 

令
和
５
年
版
」参
照
。
６
歳
未

満
の
子
供
を
持
つ
妻
・
夫
の

家
事
関
連
時
間
。

平成18年

336

57

366

68 82
114

365 391

平成23年 平成28年 令和３年

「男は外で働き、女は家庭を守るべき」
という考えに同感しない（※２）

66.9%
41.8%

平成16年度 令和６年度

「職場での男女差別はない」
と思う

66.2%
42.7%

平成16年度 令和６年度

エセナおおた
シンボルマーク

0分

100分

200分

300分

400分

実際の家事・育児の分担は
女性である（※３、※４）
69.9%

平成16年度

64.5%

令和６年度

女
性

男
性
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31

どちらも
知らない

　
Ｍ
字
カ
ー
ブ
と
は
、
女
性
の
労
働

力
率
が
、
結
婚
・
出
産
期
に
あ
た
る

年
代
に
一
旦
低
下
し
、
育
児
が
落
ち

着
い
た
時
期
に
再
び
上
昇
す
る
と
い

う
、「
Ｍ
字
」を
描
く
こ
と
が
由
来
で

す
。Ｌ
字
カ
ー
ブ
と
は
、
年
齢
で
見
た

女
性
の
正
規
雇
用
比
率
の
線
グ
ラ
フ

の
こ
と
で
、「
Ｌ
字
」の
よ
う
な
カ
ー

ブ
に
見
え
る
こ
と
が
由
来
で
す
。

　
近
年
、Ｍ
字
の
谷
の
部
分
が
浅
く

な
っ
て
き
て
い
る
と
さ
れ
て
お
り
、

結
婚
出
産
を
経
て
も
働
き
続
け
る

女
性
が
多
い
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、Ｌ
字
カ
ー
ブ
を
見
る

と
、
20
代
後
半
ま
で
は
正
社
員（
正

職
員
）が
中
心
で
あ
る
も
の
の
、
30

代
以
降
は
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
や
派
遣

社
員
な
ど
の
非
正
規
雇
用
で
働
く

人
が
中
心
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
現

状
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

M
字
カ
ー
ブ
っ
て
知
っ
て
る
？

じ
ゃ
あ
、
L
字
カ
ー
ブ
は
？

回答結果

128

こんな意見が出ました！

Pastel  Report  
vol.01

こどもができて退職したら
正規雇用で戻って来れないかも
という不安が、少子化の原因の
1つかもしれないように感じます。

今、正規雇用じゃないシニア世代は
まさにMの谷の世代を生きていた人たち。
もう20年くらい経てばL字も変わるかも。

M字カーブもL字カーブも知らない人が多数！
L字カーブは知らないけれどM字カーブは知っているという人も！

言葉は知りませんでしたが
答えを見ると納得。

その現状は知っていました。

み
な
さ
ん
に
聞
き
ま
し
た
！

どちらも
知っている

M字カーブは
知っている

回答者数 人51

エセナおおた
講座やイベントなどでエセナおおたに訪れ
た皆さんにアンケートに参加していただき
ました。

今回の取材先は…

※

※労働力率…15歳以上人口に占める労働力人口（就業者＋完全失業者）の割合

女性の年齢階級別労働力人口比率と正規雇用比率

15～19歳

25～29歳

65歳以上

（資料）総務省「労働力調査（基本集計）」2024年（令和6年）平均結果（全国）

女性の労働力人口比率（M字）

女性の
正規雇用比率（L字）

0％

20％

40％

60％

80％

100％
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NP a s t e l e w s

　育児・介護休業法とは、従業員が男女ともに育児や

介護と仕事を両立できるようにするための法律です。

育児期の柔軟な働き方を実現するための措置の拡充

や介護離職防止のための雇用環境整備、個別周知・

意向確認の義務化などの改正が行われ、令和７年４月

１日から段階的に施行されます。

育児休業制度
特設サイト

ウェブサイトは
こちら

バックナンバーは
こちら

● 子の看護休暇の見直し（対象範囲は小学校
３年生修了まで、取得事由は感染に伴う学
級閉鎖や入園式・卒園式まで拡大）

● 所定外労働の制限（残業免除）の対象拡大
● 育児のためのテレワーク導入の努力義務化
● 育児休業の取得状況の公表義務拡大
● 介護離職防止のための仕事と介護の両立
支援制度の強化 等

主
な
改
正
ポ
イ
ン
ト

　東京都では、Webサイト「TEAM家事・育児」を通じて、家

事・育児を「TEAM」として考え変えていくため、様々な情報や

アドバイスを発信しています。子育て中の夫婦や

経営者層など、誰もが主体的に家事・育児に向

き合える環境を広げるための情報が満載です。

　大田区で、社会保険労務士の矢野涼子さんを講師に招き、

「育児・介護休業法の改正」をテーマとしたセミナーを令和７

年１月に開催しました。法改正を

通して企業で整えるべき制度と取

り組み、対応すべき変更ポイント

等を学びました。
セミナーの様子

リニューアル前の表紙 ▶

　大田区男女共同参画のための情報誌「パステル」は、

今回よりデザインをリニューアルしました。新たな「パ

ステル」をご覧いただくとともに、これまでの「パステ

ル」もぜひご覧ください。

育児・介護休業法が改正されました

「TEAM家事・育児」に家事・育児に役立つ様々な情報が掲載されています

企業向けワーク・ライフ・バランスセミナーを開催しました

本誌「パステル」をリニューアルしました
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アトレ
JR大森駅

（西口）至 蒲田 至 大井町

（東口）

入新井特別出張所

大森牧田
クリニック

大
森
銀
座

商
店
街入新井第一小学校

エセナおおた

ハローワーク大森

子ども
家庭支援
センター

エセナおおた
エセナおおたは、
男女共同参画社会の実現を目指す活動拠点施設です。
講座・講演会の開催、情報収集・発信、
交流の場の提供などを行っています。

JR大森駅東口より徒歩６分。
一般用の駐車場はありません。

エセナフォーラム2024講演会
講師：鷲尾 天さん
インタビュアー：河野 真太郎さん
TVアニメシリーズ「プリキュア」の初代プロデューサーであ
り、現在も企画に携わる鷲尾天さんの講演やアニメ作品
の上映、鷲尾天さんと専修大学教授の河野真太郎さんに
よる対談。プリキュアを通してこどもたちに伝えたいこと、
時代の変化に対応して工夫してきたことなどをお話いただ
きました。７歳～80代の幅広い世代の参加がありました。

談話コーナーで読書
や会話を楽しんだり、
学習室や多目的ルー
ムを借りたり、さまざ
まな用途でご利用い
ただけます。館内の
カフェにはコーヒー
や軽食もあります。

プリキュアのめざす
「かっこいい」女の子のモデルが、

自分の中で生きていると
改めて思いました。

プリキュアの歴史を知り、
作品に込めた思いを聞いて、
自分の力で困難を打破する
勇気をもらえました。

編集・発行／
大田区 総務部 人権・男女平等推進課
〒144-8621　大田区蒲田５-13-14
TEL：03-5744-1610　FAX：03-5744-1556
令和７年３月発行

過去のバックナンバーは
大田区ホームページに掲載しています。
ご意見・ご感想もこちらの
ホームページからご入力いただけます。

二次元コードから
アクセス

エセナおおたをぜひご利用ください

相談窓口のご案内

月・金･･･････････････････10:00 ～ 13:00
火・木 ･･････････････････13:00 ～ 16:00
水 ････････････････････････････18:00 ～ 21:00
土 ････････････････････････････13:00 ～ 19:00
（年末年始を除く）
※相談受付は終了時間の30分前まで

月～金･･････････････････････9:00 ～ 17:00
（祝日・年末年始を除く）

第２・４金曜日 17:00 ～ 20:00
（祝日・年末年始を除く）
※相談受付は終了時間の30分前まで

女性のための
たんぽぽ相談

DV相談ダイヤル

男性相談ダイヤル

03-3766-6581

相談内容 相談日時

詳細内容は
二次元コードから
アクセス

TEL

03-6423-0502

03-6404-6020

※臨時休業や時間変更など最新情報は大田区ホームページでご確認ください。

詳細内容は
二次元コードから
アクセス

相談無料、秘密厳守

大田区立男女平等推進センター「エセナおおた」
〒143-0016 大田区大森北4-6-7 
大森北四丁目複合施設（スマイル大森）　5階・6階
TEL：03-3766-4586　FAX：03-5764-0604

カフェおひさま

学習室での活動の様子

Event Report
講演会を開催しました（令和６年11月）

©ABC-A・東映アニメーション
©東映アニメーション
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